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▼
地
活
／
地
域
快
活
の
触
媒 

地
域
に
水
素
を
つ
く
る
仕

組
み
が
あ
れ
ば
、
鉄
道
を
そ

の
利
用
先
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

例
え
ば
、
風
力
か
ら
グ
リ

ー
ン
水
素
を
つ
く
る
。
次
に
、

M
g
H₂

と
し
て
蓄
え
る
。
そ
し

て
、
駅
や
車
両
基
地
で
水
素

を
供
給
す
る
。
燃
料
電
池
車

両
を
走
ら
せ
る
。
走
っ
た
列

車
が
地
域
の
観
光
を
支
え
る
。 

こ
れ
は
単
な
る
脱
炭
素
で

は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
交

通
と
観
光
を
一
つ
に
す
る
地

域
政
策
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ

を
「
地
域
活
性
化
」
と
い
う
ふ

つ
う
の
言
葉
で
は
な
く
、
筆

者
が
常
用
す
る
「
地
活
」
、
す

な
わ
ち
「
地
域
快
活
」
の
グ
リ

ー
ン
に
よ
る
典
型
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
Ｇ
Ｓ

に
な
る
。 

地
域
の
活
力
と
は
、
補
助

金
を
受
け
て
何
か
を
つ
く
る

こ
と
だ
け
で
は
な
い
。 

地
域
の
中
で
、 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
。 

仕
事
を
つ
く
る
。 

技
術
を
活
か
す
。 

人
材
を
育
て
る
。 

産
業
を
つ
く
る
。 

交
通
を
維
持
す
る
。 

防
災
力
を
高
め
る
。 

そ
し
て
、
若
者
が
「
こ
の
街

に
は
未
来
が
あ
る
」
と
思
え

る
よ
う
に
す
る
。 

こ
れ
ら
が
一
つ
に
つ
な
が

っ
た
と
き
、
本
当
の
地
域
活

性
化
、
す
な
わ
ち
地
域
快
活

に
な
る
。 

グ
リ
ー
ン
マ
グ
水
素
は
、

そ
の
強
力
な
触
媒
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ

る
。 

▼M
g
H
₂

か
ら
生
ま
れ
る
「
地

域
産
業
」 

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
地
域

産
業
に
す
る
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
そ
の
も
の
だ
け
を
売
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

こ
れ
に
も
６
次
化
が
必
要
で

あ
る
。 

M
g
H₂

が
多
様
な
産
業
と
商

品
と
価
値
を
生
み
出
す
。 

⑴M
g
H₂

そ
の
も
の
の
製
造
で

あ
る
。 

⑵
水
素
の
製
造
・
供
給
設
備

で
あ
る
。 

⑶
燃
料
電
池
な
ど
の
発
電
設

備
で
あ
る
。 

⑷
防
災
用
電
源
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。 

⑸
鉄
道
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

応
用
で
あ
る
。 

⑹
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。 

⑺M
g
O

な
ど
の
副
生
成
物
の

利
用
・
販
売
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、M

g
H
₂

を
つ
く
る

産
業
か
ら
、M

g
H
₂

を
使
う
産

業
ま
で
を
地
域
に
つ
く
る
。 

さ
ら
に
、M

g
H
₂

か
ら
水
素

を
取
り
出
し
た
後
の
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
系
物
質
を
ど
う
循
環

利
用
す
る
か
は
、
経
済
性
と

資
源
循
環
の
両
面
か
ら
重
要

な
研
究
課
題
と
な
る
。 

バ
イ
オ
コ
ー
ク
技
研
で
は
、

M
g
H₂

か
ら
水
素
を
生
成
す
る

技
術
だ
け
で
な
く
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
系
物
質
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
特
許
も
公
開
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
使
い

捨
て
る
水
素
キ
ャ
リ
ア
」
だ

け
で
な
く
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

資
源
を
循
環
さ
せ
る
産
業
へ
、

こ
れ
を
活
か
す
こ
と
が
出
来

る
。 

▼
も
う
一
つ
の
可
能
性
―
―

美
容
・
健
康
分
野 

M
g
H₂

の
用
途
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
は
な
い
。
バ
イ
オ

コ
ー
ク
技
研
は
、M

g
H
₂

を
用

い
た
水
素
技
術
に
つ
い
て
、

化
粧
品
、
入
浴
剤
、
温
泉
浴
剤
、

水
素
水
、
美
容
・
理
容
、
フ
ェ

イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
へ
の
用
途

展
開
し
て
い
る
。 

特
に
、
微
細
なM

g
H₂

粉
末

を
利
用
し
た
製
品
開
発
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
用
途
と
は
異
な

る
市
場
性
が
あ
る
。
そ
の
一

つ
が
、
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ

ル
の
粉
末
技
術
な
ど
を
含
め
、

美
容
・
健
康
分
野
で
あ
る
。 

美
容
や
健
康
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
話
題
と
な
っ
た
「
水

素
だ
か
ら
効
果
が
あ
る
」
を

越
え
て
、
製
品
ご
と
に
安
全

性
、
安
定
性
、
濃
度
、
皮
膚
へ

の
作
用
、
使
用
方
法
な
ど
を

科
学
的
に
検
証
し
、
必
要
な

法
規
制
や
表
示
ル
ー
ル
に
沿

っ
て
商
品
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
用
途
と
美

容
・
健
康
用
途
を
同
じ
論
理

で
語
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
科
学
的
な
検

証
を
積
み
重
ね
る
。
こ
う
し

て
、M

g
H
₂

と
い
う
素
材
の
社

会
的
価
値
を
広
げ
る
の
で
あ

る
。 

▼
「
固
体
水
素
」
を
ブ
ラ
ン
ド

に 

以
上
述
べ
て
き
た
マ
グ
水

素
は
、「
固
化
水
素
」
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の

M
g
H
₂

は
、

「
固
化
水
素
」
で
あ
る
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
「
液
化
水
素
」

で
は
な
い
。 

「
固
体
水
素
」
と
い
っ
て

も
、
も
ち
ろ
んM

gH
₂

は
「
水

素
そ
の
も
の
を
固
化
し
た
も

の
」
で
は
な
い
。
水
素
化
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
と
い
う
固
体
の
化

合
物
で
あ
る
。 

ゆ
え
に
、
社
会
へ
の
説
明

と
し
て
は
、「
水
素
を
固
体
の

形
で
持
ち
運
ぶ
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
表
現
と
し

て
、「
固
体
水
素
キ
ャ
リ
ア
」

あ
る
い
は
「
固
化
水
素
」
と
す

る
こ
と
は
、
分
か
り
や
す
い

は
ず
で
あ
る
。 

液
化
水
素
で
は
な
い
。
と

り
わ
け
、
高
圧
水
素
で
は
な

い
、
極
低
温
に
す
る
必
要
も

な
い
。 

水
素
を
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と

い
う
固
体
の
中
に
保
存
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
正
し
く
は
収

蔵
や
吸
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。 が

、
水
素
社
会
を
普
及
さ

せ
る
に
は
、
専
門
家
だ
け
で

な
く
一
般
市
民
に
も
分
か
る

言
葉
や
表
現
が
必
要
で
あ
る
。 

「
水
素
は
危
険
だ
か
ら
遠

い
も
の
」
で
は
な
く
、「
水
素

を
安
全
か
つ
扱
い
や
す
い
形

に
し
て
地
域
で
利
用
す
る
」

と
い
う
日
常
性
を
広
げ
た
い
。 

合
言
葉
が
、「
エ
ム
ジ
ー
エ
ッ

チ
ツ
ー
」M

g
H₂

で
あ
る
。 

▼
グ
リ
ー
ン
水
素
か
ら
グ
リ

ー
ン
マ
グ
水
素
へ 

こ
こ
で
、
も
う
一
度
「
グ
リ

ー
ン
」
と
い
う
言
葉
を
考
え

て
み
た
い
。 

水
素
だ
か
ら
グ
リ
ー
ン
と

い
う
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
つ

く
っ
た
か
が
、
関
係
す
る
の

で
あ
る
。 

化
石
燃
料
由
来
の
水
素
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
水
素
で
は
、
環
境
面
で
の

意
味
が
異
な
る
。 

そ
れ
で
、
筆
者
が
関
わ
る

い
す
み
市
で
目
指
す
の
は
、 

洋
上
風
力
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 

↓ 
グ
リ
ー
ン
電
力 

 

↓ 

グ
リ
ー
ン
水
素 

 

↓ 

M
g
H₂ 

 

↓ 

グ
リ
ー
ン
マ
グ
水
素 

 

↓ 

地
域
の
暮
ら
し
・
防
災
・
産

業
・
交
通
の
Ｇ
Ｓ 

と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
こ

の
流
れ
を
、
い
す
み
市
で
モ

デ
ル
と
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
水

素
社
会
」
と
し
て
の
地
域
社

会
を
実
践
す
る
。
そ
れ
に
、

「
グ
リ
ー
ン
マ
グ
水
素
」
を

実
装
す
る
と
い
う
構
想
で
あ

る
。 

▼
「
い
す
み
モ
デ
ル
」
を
つ
く

る 

す
な
わ
ち
筆
者
は
、
い
す

み
市
を
一
つ
の
実
証
地
域
に

し
た
い
。
そ
れ
を
、
例
え
ば

「
い
す
み
グ
リ
ー
ン
マ
グ
水

素
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
。
通
常
の

過
程
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

第
一
段
階
で
は
、
公
共
施

設
や
防
災
拠
点
に
数

k
W

規

模
の
水
素
電
源
を
導
入
す
る
。 

第
二
段
階
で
は
、
避
難
所

や
地
域
施
設
へ
広
げ
る
。 

第
三
段
階
で
は
、
農
業
・
観

光
・
商
業
施
設
な
ど
に
展
開

す
る
。 

第
四
段
階
で
は
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
応
用

を
検
討
す
る
。 

第
五
段
階
で
は
、
鉄
道
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
へ
の
応
用
を
目
指

す
。 こ

の
よ
う
に
段
階
的
に
進

め
る
の
が
、
醸
成
に
は
い
い
。

す
な
わ
ち
、
地
域
の
中
に
小

さ
な
水
素
拠
点
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
い
す
み
市
は
じ

め
近
隣
地
域
で
は
、
第
五
段

階
に
掲
げ
た
い
す
み
鉄
道
が

脱
線
事
故
で
不
通
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
復
興
の
目

玉
と
し
て
、
筆
者
は
「
水
素
鉄

道
」
と
す
る
こ
と
を
構
想
し

て
い
る
。
こ
れ
が
、
起
爆
剤
と

な
り
、
第
一
～
第
四
を
、
む
し

ろ
誘
発
す
る
だ
ろ
う
。 

▼
市
民
参
加
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会 

こ
の
構
想
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
重
要
で
あ
る
の
は
、

市
役
所
だ
け
で
も
、
企
業
だ

け
で
も
、
大
学
だ
け
で
も
良

く
な
く
、
必
要
な
の
は
市
民

参
加
で
あ
る
。 

学
校
で
水
素
の
授
業
を
す

る
／
子
ど
も
た
ち
が
洋
上
風

力
か
ら
水
素
が
で
き
る
仕
組

み
を
学
ぶ
／
地
域
の
工
場
を

見
学
す
る
／
家
庭
で
そ
れ
を

話
す
／
市
民
が
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
る
／
防
災
訓
練

で
水
素
発
電
機
を
使
う
／
駅

で
水
素
鉄
道
に
つ
い
て
学
ぶ

／
観
光
客
に
も
「
い
す
み
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
見
て
も
ら

う
。 こ

う
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
「
見
え
る
化
」
が
進
む
。
そ

れ
は
、「
出
来
る
化
」
を
導
く
。

こ
れ
は
地
域
教
育
に
な
る
。

同
時
に
観
光
資
源
に
も
な
る
。

こ
れ
は
、「
自
然
豊
か
な
ま
ち
」

だ
け
で
は
な
く
、「
未
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
っ
て
い
る

ま
ち
」
と
い
う
新
し
い
地
域

ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
る
。 

▼
い
す
み
か
ら
日
本
へ
、
そ

し
て
世
界
へ 

以
上
、
今
回
は
、
筆
者
の
棲

む
い
す
み
市
で
の
具
体
化
を

例
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
も

含
め
て
述
べ
た
。 

こ
の
地
方
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
交
通
、
農
業
、
産
業
、

防
災
、
観
光
な
ど
が
、
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
課
題
解

決
に
、
水
素
、
固
体
水
素
、
グ

リ
ー
ン
マ
グ
水
素
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
設
定
し
た
。
し
か

し
こ
れ
は
、
い
す
み
市
で
成

功
し
た
仕
組
み
を
、
他
の
地

方
都
市
へ
展
開
す
る
。
そ
れ

は
、
全
国
へ
広
が
る
。
北
海
道

へ
。
東
北
へ
。
北
陸
へ
。
中
国

四
国
へ
。
九
州
へ
。
そ
し
て
、

ア
ジ
ア
へ
。
さ
ら
に
、
輸
送
が

容
易
なM

gH
₂

は
、
島
し
ょ
地

域
や
災
害
多
発
地
域
な
ど
に

展
開
で
き
る
。 

（
次
回
へ
続
く
） 

36 

水
素
吸
蔵
合
金M

g
H

2

が
暮
し
を
変
え
る 

― 

㈡ 

マ
グ
水
素
が
地
活
／
地
域
快
活
を
誘
導 
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